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環境・エネルギー・原子力に本気で取 り組むなら

☆☆☆ 何処までやるか、出来るか――新政権への期待と不安 ☆★☆

UCN会発の問題提起

地すべ り的な国民支持のもと、新政権は、内政・外交のあらゆる懸案に、果敢に取 り組み

始めた。

その大部分は、従来の組織・慣習・秩序への根幹的な」L戦無しには実現出来ない政策であ

り、国民がハラハラとしながらも、「とにかくやらせて見る他無し」と戦後政治の総決算に

賭けた以上、:これに呼応 して、官政界は勿論、社会 ,産業・労働組合はじめ各セクターも

それぞれに、思い切つた 「自己変革」に渾身の勇気を持つて、取 り組まざるを得ないはず

である。

ここに論ずる三つの 「基本問題」一―資源・環境 。エネルギーーーは相互に密接不さて、
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可分かつ相互矛盾に満ちたものである。それ故その打開策は、今 日までの経験や手法の場 ///⌒
｀`
｀

紳ず鰺 票鶉    貨跳ニユ」夕りで■地球は、世界は、日本は 「追い詰められているのだ」とい う切迫轟
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 このシルバー・ウイークの真只中、NI‐EICの 3月 20日 の世論調査の中で、鴻

1)    むことの筆頭に「税金の無駄使いの根絶」が、「景気」や「福祉Jを抜いて 40%
~    

持 となっており、さらに驚いたことに、「高速道路の無料化」への反対が実に
｀
高率を示していた。言 うまでも無 く、前者は民主党のマニフェス トの重点項
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)だ」とか言われてみても、
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斗イヒしま、エネルギーの浪着・地球温暖化にマ:道路の無料化は、エネルギーの浪費・地球温暖化にマ

ルマで家族団業を楽 しみながらも、この大矛盾を感 じ

慨ひとしおであつた。

原子力が期待されない理由一一 日本において

さて資源・環境 。エネルギー問題の 「三角形」の真ん中に位置するはずの原子力問題。こ

た
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のところ何故か神棚に祭り上げられたように、全く話題にされなくなった。周知のように

フランスでは電力の人割は原子力、半部近くは輸出、欧州でも温暖化ガス低減の模範国。

日本は原子力発電技術では世界最高水準、などと言われながら、何故そうなったのか、燃

下          {な おこれは、主として原子力関係者向けのものとなろう、という

のは彼らは「新間が誇大に書くから」とか、「放射能を怖がり過ぎ」というのが大多数だから}

同じようなコンテクス トでの筆者の意見を毎日新聞記者が取り上げ、「原爆の子との約束―

―平和利用に品格を」という記事を載せてくれたが {3月 11日 、当ブログにも転載 }、 その

記事の末尾に「原子力関係者は責任逃ればかり」という私の言葉があるが、今回これに若

千の補足を加えておきたい。

しかしそれも、原子力となると技術的にも、国際的 。社会てきにも、面倒な説明が要るの

で、今回は二つの顕著な「現象」一一原子力諸計画の「渋滞」と日本の核燃料リサイクル

の国際的意味一―についてのみ書かせて頂く、それもハイライ トだけ、駆け足で・・・・。

① 日本の平和利用は「原爆の子」との神聖な契約から始つたのに・・・

前記記事で滝野龍浩記者が長田新著の岩波文庫版から、原爆で犠牲になった子供の 「この

すごい絵スを平和に立派に使つて欲しいJと いう悲痛な叫びを克明に引用している。それ

を起点に、日本復興のエネルギーのホープとして、原子力基本法に「三原則」を明示、共

産党、社会党・自民党の挙党体制で開女台されたのだ。

実際最初の十年余、予算も法律もすべて、国会では満場一致で通過していた。国民「「原爆

の子」」は、この危険な、そして無限の可能性を秘めたエネルギーを、「万全の知恵」を駆使

して取り組んでくれることを信 じ、絶大な支持を惜しまなかつた。関係者も正面から危険

性を語 り、最初の東海村では「退避道路」さえ敷設するのに、住民側からも何の異議も無

かった位である。

今旦Ω蔓態は、

…

れ至裏切Lれたために起豊上崖熊慮 のである。勿論被爆国の国民

連から「新幹線計画との取引材料 :こ される始末cさ らに世間の菓子屋の賞味期限の改ざん
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ちして危険性への警戒心の強いのは当然であるが、関係者はそれと正面から口き全灘め と ?

せ土  「学者、政府の権威、そし金」で説得しているうち、諸々の「改ざん」が発覚、攀い

どころか、「営業停止」級の事件も、地域関係者の「気が済む」くらいの時間をかけ、役所も
―一――

―             は「もんじゅ」、外国なう二週
皇分⊇重呻 立上ゝ壼士、ル 事態登続く。最も端的なの

間で終わる処理が二十年になりそ う。・・。

当初の 「挙国一致」体制は、_璽壁p間三な I仲良しクラブJ_1■変貌 ,庇い合いが慣例 にな

った。{余談ながら、仲良しクラブから脱して初めて、日本の宇宣闊生は世昼水準に近ゴい ｀

て来た 。・ }

メーカーはと言えば、国際企業の大規模な再編に巻き込まれて内輪もめしきり。例えば頭

に来たT社とM社の社長互いに「顔を合わせるのもイャ」と、国さなど何処ヘギ葛の対立 ,

9立でニゴエニ量重状況。
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それに、難しい再処理やプル トニウムのような仕事ξll喜I[_の 例として}電力会社が

取り組んだのは「立派」だが、金だけで済む甘い仕争でない。この分野の「餅屋」である
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うか。

② 原子力を一人前の超長期エネルギーに育てる、息の長い核燃料リサイクル開発の仕事

)一―これを日本国の安全保障の中核事業に位置づけよう
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